
(別表1)

・利用者は、FUJITSU Cloud Service for OSS(以下「本サービス」と言う)利用開始月を含む6ヶ月間、一部無償提供を利用でき

るものとします。

・利用者は利用制限に記載の範囲を超えて本サービスを使用した場合、当該利用料金を本サービス利用料金として支払うものとしま

す。

・提供者は、本サービス利用制限を予告なく変更することがあります。

・本サービスの利用制限は、別表1に記載の制限が適用されるものとします。

・本サービスの利用料金の他、必要に応じて別表2に記載の費用が発生するものとします。

■FUJITSU Cloud Service for OSS

令和元年台風第15号および第19号で被災された方への一部無償提供

ご利用条件

Iaasサービス利用の

利用制限

・FUJITSU Cloud Service for OSS IaaSを利用するにあたり、下記の条件が適用されるものとします。

・お客様が作成できる仮想サーバは仮想CPUの合計数が10に達するまでとします。

・お客様が利用できるブロックストレージの上限は400GB、オブジェクトストレージは100GB、ロードバランサーは

1台、グローバルIPアドレスは2個までとします。

・お客様が利用できる提供OSは、Windows OS（サポートなし）、Cent OS（サポートなし）、Red Hat

Enterprise Linux（Limited Support）、SUSE Linux Enterprise Server（Limited

Support）、Ubuntu Server（サポートなし）とします。

・お客様が利用できる提供ソフトウェアは、SQL Server（サポートなし）とします。

・スタンダードサービスの専有仮想サーバは利用できません。

・SAP向けサービスの仮想サーバ for SAP、専有仮想サーバ for SAPおよび専有物理サーバ for SAP

HANAは利用できません。

・DNSサービスは利用できません。

・メール配信は利用できません。

・コンテンツ配信サービスは利用できません。

・専有物理サーバサービスは利用できません。

・Trend Micro Deep Security as a Serviceオプションは利用できません。

・仮想アプライアンス（IPCOM VA2）提供サービスは利用できません。

・ブロックストレージ（ハイパフォーマンスタイプ）は利用できません。

・機械学習環境提供サービスは利用できません。

・ベアメタルサービスは利用できません。

・上記のほか、本サービスには当社が別途提示する書面に記載される制限事項が適用されるものとします。

本書では、令和元年台風第15号および第19号で被災された方への「FUJITSU Cloud Service for OSS」ならびに「富士通データ

センターサービス」の一部無償提供をご利用頂く際のご利用条件について記載します。



API Management利

用の利用制限

・FUJITSU Cloud Service for OSS API Managementを利用するにあたり、下記の条件が適用される

ものとします。

・お客様が作成したAPI Proxiesの呼出回数の上限は一ヶ月あたり300万コールとします。

・お客様がFUJITSU Cloud Service ポータルより利用申込できる回数は一回のみとします。

・お客様が利用できるメニューはStandardの固定メニュー(3M)のみとします。

・上記のほか、本サービスには当社が別途提示する書面に記載される制限事項が適用されるものとします。

DB powered by

Oracle(R) Cloud

利用の利用制限

・FUJITSU Cloud Service for OSS DB powered by Oracle(R) Cloud は利用できないものとしま

す。

CFサービス利用の

利用制限

・FUJITSU Cloud Service for OSS CFを利用するにあたり、下記の条件が適用されるものとします。

・お客様が利用できる組織は1契約番号あたり1組織とします。

・お客様がアプリケーション起動時に指定できるメモリ割当量の総和は最大2GBとします。

・お客様がcf create-serviceコマンドで作成できるサービスインスタンス数は最大10インスタンスとします。

・上記のほか、本サービスには当社が別途提示する書面に記載される制限事項が適用されるものとします。

システム監視サービス

利用の利用制限
・FUJITSU Cloud Service for OSS システム監視サービス は利用できないものとします。

ビジネスサポート

利用の利用制限

・FUJITSU Cloud Service for OSS ビジネスサポートを利用するにあたり、下記の条件が適用されるものと

します。

・決済ゲートウェイ クレジットカード決済 にてお客様が利用できるモードはテストモードのみとします。

・上記のほか、本サービスには当社が別途提示する書面に記載される制限事項が適用されるものとします。

認証サービス利用の

利用制限

・FUJITSU Cloud Service for OSS 認証サービスを利用するにあたり、下記の条件が適用されるものとしま

す。

・お客様が運用テナントに設定する最大ID数の合計は、1管理テナントあたり最大100とします。

・上記のほか、本サービスには当社が別途提示する書面に記載される制限事項が適用されるものとします。

COLMINA Platform

利用の利用制限
・FUJITSU Cloud Service for OSS COLMINA Platform は利用できないものとします。

GitHub Enterprise

利用の利用制限

・FUJITSU Cloud Service for OSS GitHub Enterpriseを利用するにあたり、下記の条件が適用される

ものとします。

・お客様が利用できるメニューは基本料金の「スダンダード」ならびにユーザーライセンスのみとします。

・上記のほか、本サービスには当社が別途提示する書面に記載される制限事項が適用されるものとします。

Voice Operation

利用の利用制限

・FUJITSU Cloud Service for OSS Voice Operationを利用するにあたり、下記の条件が適用されるも

のとします。

・お客様が利用できるメニューは音声認識サービス（共有環境）のみとします。

・上記のほか、本サービスには当社が別途提示する書面に記載される制限事項が適用されるものとします。



（注）上記に加え、リージョンごとで提供している機能に一部差異がございますので、 料金表などをご確認ください。

　料金表：https://doc.cloud.global.fujitsu.com/lib/common/jp/price-list/

（注）上記に記載のないFUJITSU Cloud Service for OSSのメニューは、制限なくご利用いただけます。

(別表2)

（注）与信の結果によってはご利用いただけない場合がございます

有償となる主な費用

・FJCS for OSS上でのシステム設計、構築、移行、保守費用

・FJCS for OSS以外のハウジング費用およびハード、工事、現地調査費用

・オンプレシステムなど他システムとFJCS for OSSシステムを接続するためのネットワーク費用

・富士通DC以外の、DCハウジング費および関連ハード費、工事・現地調査費用

IoT Platformサービス

利用の利用制限

・FUJITSU Cloud Service for OSS IoT Platformを利用するにあたり、下記の条件が適用されるものとし

ます。

・無償期間中に蓄積したデータは無償期間終了までに本契約がない場合は削除します。

・お客様が実行可能なAPIの回数は基本サービスのプランに関わらず1秒あたり1回です。

・閉域接続オプションは利用できないものとします。

・上記のほか、本サービスには当社が別途提示する書面に記載される制限事項が適用されるものとします。

Zinraiプラットフォーム

サービス利用の

利用制限

・FUJITSU Cloud Service for OSS Zinraiプラットフォームサービスを利用するにあたり、下記の条件が適

用されるものとします。

・お客様が利用できるのは、基本API／目的別APIのうち以下のメニューのみとします。

　ストレージ：エコノミーのみ

　基本API：「画像認識」「手書文字列認識(注1)」「音声テキスト化」「音声合成」「自然文解析」のみ

　目的別API：「専門分野別意味検索」「文書翻訳(注2)」のみ

　（注1） 手書文字列認識については、ライトプランのみとします。

　（注2） 文書翻訳については、ベーシックプランのみとします。

・上記のほか、本サービスには当社が別途提示する書面に記載される制限事項が適用されるものとします。

サポートの利用制限
・FUJITSU Cloud Service サポートを利用するにあたり、下記の条件が適用されるものとします。

・お客様が利用できるヘルプデスクサービスは、「ヘルプデスクサービス（ライト）」のみとします。

プライベート接続の利用

制限
・FUJITSU Cloud Service プライベート接続は利用できないものとします。

コンテナアプリ開発・保

守基盤利用サービス利

用の利用制限

・FUJITSU Cloud Service for OSS コンテナアプリ開発・保守基盤利用サービスは利用できないものとします。

ログ監査サービス

利用の利用制限
・FUJITSU Cloud Service for OSS ログ監査サービス は利用できないものとします。

ワークフローサービス

利用の利用制限
・FUJITSU Cloud Service for OSS ワークフローサービス は利用できないものとします。

データ持ち込みサービス

利用の利用制限
・FUJITSU Cloud Service for OSS データ持ち込みサービス は利用できないものとします。



(別表3)

(別表4)

（注）与信の結果によってはご利用いただけない場合がございます

■富士通データセンターサービス

・利用者は、富士通データセンターサービス(以下「本サービス」と言う)利用開始月を含む6ヶ月間、一部無償提供を利用できるものとし

ます。

・利用者は利用制限に記載の範囲を超えて本サービスを使用した場合、当該利用料金を本サービス利用料金として支払うものとしま

す。

・提供者は、本サービスの利用制限を予告なく変更することがあります。

・本サービスの利用制限は、別表3に記載の制限が適用されるものとします。

・本サービスの利用料金の他、必要に応じて別表4に記載の費用が発生するものとします。

富士通データセンター

サービスの利用制限

・無償でご利用頂けるのはファシリティ費用(電力費用/スペース費用)となります。

・ご利用スペースは2ラックが上限となります。

有償となる主な費用

・富士通データセンターサービス上でのシステム設計、構築、移行、保守、運用委託費用

・富士通データセンターサービス以外のハード、工事、現地調査費用

・ネットワーク費用

・富士通DC以外の、DCハウジング費および関連ハード費、工事・現地調査費用


